
「これからのスポーツ博物館のあり方について」
スポーツミュージアム連携・啓発事業　シンポジウム

期日：平成２７年１０月１０日（土）  　　　
　　入場無料・事前申込不要　開場１２：３０

会場：東京国際フォーラム　G701 会議室
内容：開会挨拶　　   １３：００～１３：０５

来賓挨拶　　   １３：０５～１３：１０
趣旨説明　　   １３：１０～１３：２０
基調講演　　   １３：２０～１３：５０
休憩　　　　　　　　＜１０分＞

　　　シンポジウム   １４：００～１５：２０
　　　休憩　　　　　　　　＜１０分＞
　　　特別講演　　   １５：３０～１６：００
　　　閉会挨拶　　   １６：００

司会進行：秩父宮記念スポーツ博物館・図書館　主幹　川﨑 幸一

シンポジウムの目的

スポーツ文化の発信の拠点となるスポーツ博物館の存在意義や、
わが国におけるスポーツ博物館の設置意義について、理解を促進する。

・開会挨拶：独立行政法人日本スポーツ振興センター　理事長　大東 和美
　　　　　　（スポーツミュージアム連携・啓発事業 実行委員会　会長） 

・来賓挨拶：文化庁　文化財部長　村田 善則　氏

１）基調講演
　・筑波大学　体育専門学群長（当事業実行委員会　実行委員）　真田　久　氏
　〔スポーツ文化の機能、オリンピック教育とスポーツ博物館との連携の可能性について〕

２）シンポジウム
　　登壇者
　　・中京大学　スポーツ科学部　教授（当事業実行委員会　実行委員）　    來田 享子　氏　
　　・公益財団法人日本サッカー協会　日本サッカーミュージアム
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   コミュニケーション部　参事 　   小野沢 洋　氏　
　　・公益財団法人講道館　図書資料部長　　　　　　　　       　　　　　　村田 直樹　氏　
　　・国立科学博物館　事業推進部　参与　　　　　　　　       　　　　　　小川 義和　氏
　　モデレーター（司会進行） 
　　・筑波大学　体育専門学群長（当事業実行委員会　実行委員）　     真田　久　氏

・趣旨説明：秩父宮記念スポーツ博物館　学芸員　井上 裕太

３）特別講演
　・九州国立博物館　前館長　三輪 嘉六　氏
　〔スポーツ博物館設置の重要性、博物館連携について〕

・閉会挨拶：独立行政法人日本スポーツ振興センター　理事　高谷 吉也

平成27年度　文化庁　
地域の核となる美術館・歴史博物館支援事業

主催：スポーツミュージアム連携・啓発事業 実行委員会

お問い合わせ先：スポーツミュージアム連携・啓発実行委員会事務局
　　　　　　　　〒120-0005　東京都足立区綾瀬6-11-17
　　　　　　　　 （秩父宮記念スポーツ博物館内）
　　　　　　　　TEL 03-5849-5400　FAX 03-3629-1660




